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A. 研究目的 
 末梢循環不全に伴う皮膚潰瘍は、全身

性強皮症の 5-10%に出現し、その半数程

度は、難治性である。現在、我々が治療

に用いているものは、薬物療法と保温に

努めるという対症療法である。薬物療法

では、もっとも有効と考えられるのは、

プロスタグランジン E1 の静注療法であ

る。この治療は、連日、行う必要があり、

外来治療では患者の負担は大きい。内服

治療では、プロスタサイクリン製剤であ

るベラプロストが最も有用性が高いと

考えている。これらの治療を行いながら 

 
も、皮膚潰瘍が進行したり、手指あるい

は足趾の壊疽に陥る症例が少なくない。

低出力体外衝撃波治療により、末梢の循

環改善が認められ、その結果、レイノー

現象の改善、皮膚潰瘍の減少、壊疽の予

防が可能になれば、全身性強皮症の治療

として、患者への利益は大きいと考える。

そこで、東京女子医科大学附属膠原病リ

ウマチ痛風センターに通院中の全身性

強皮症の患者を対象にして低周波衝撃

波治療の有用性を検討した。 
 
 

研究要旨：全身性強皮症の指尖部潰瘍に対して低出力衝撃波治療の有用性を前向きに

検討する。現在、３名の全身性強皮症患者が登録中であり、1 回以上の治療を行って

いる。全例、衝撃波治療を週に 1回行い、８週続けて行う。患者の全般的評価は、Raynaud 

Condition Score (RCS)と潰瘍の数で評価した。RCS は、３例とも 1回の治療後に改善

が見られた。潰瘍の数は今のところ変化はない。有害事象は起きていない。RCS の改

善が 1 回目の治療にて見られたことより、低周波衝撃波治療の指尖部潰瘍に対する有

効性はあると考える。 

 



B.  研究方法 
東京女子医科大学附属膠原病リウマチ

痛風センターに通院中の指尖部潰瘍を

合併した全身性強皮症の患者とした。

全例で15例を行う予定とする。低周波

衝撃波の治療方法の詳細は、研究責任

者の項を参照とする。レイノー現象の

程度を Raynaud Condition Score (RCS)
にて評価し、手指または足趾に生じて

いる皮膚潰瘍の数または壊疽の数を測

定した。 
 
（倫理面への配慮） 
研究計画は東京女子医科大学倫理委員会

の承認を得ている。エントリーする患者

には研究方法を十分に説明し、文書にて

同意を得ている。 
 
C. 研究結果 
現在、3 名の指尖部潰瘍を有する全身性

強皮症患者をエントリーした。第 1 回目

の低周波衝撃波が終わり、経過観察中で

ある。1 回目の治療終了後の RCS は、3
例全例で改善が認められた。一方、潰瘍

に関しては、1 回の治療では消失も改善

もみられなかった。 
 
D. 考察 
全身性強皮症では、末梢循環不全は 90%
以上の症例で認められるが、皮膚潰瘍に

至る症例は 10-15%である。それらの症

例は既存の治療に抵抗性の症例が多い。

今回の新規治療方法、低出力衝撃波治療

は、著明に末梢循環不全を改善させる。

今回の研究は、平成 26 年の２月より、

倫理委員会の承認を経て開始されたと

ころであり、途中段階であるが、患者の

自覚症状は、1 回目の治療後より改善が

認められた。今後、8 回の治療によりさ

らに改善が得られる可能性があると考

える。 

 
Ｅ．結論 
 全身性強皮症の指尖部潰瘍に対して、
低出力衝撃波治療の有用性の研究を開
始した。現在、第 1 回目の治療が終了し
たところであるが、有用性が確認された。
今後、さらに症例を増やし検討していく
予定である。 
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